
 

２０２３年５月２４日（水）第四水曜祈祷会 

創世記５０章１５～２６節 

『良いことの計らいとする神』 

 

■創世記５０章１～１４節 『ヤコブを葬ったヨセフ』 ＊ヤコブの遺言（創世記４９章２９－３３節） 

①亡くなったヤコブのために、息子ヨセフだけでなく、エジプト全土が（     ）、泣き悲しんだ。 

②ヨセフをはじめファラオの全ての家臣たちがヤコブのために立派で荘厳な（    ）を行った。 

③ヨセフと兄弟たちはヤコブの遺骸をカナンの地に運び、（      ）の畑地の洞穴に葬った。 

 

■創世記５０章１５～２６節 『良いことの計らいとする神』  

１．兄たちの恐れと赦し（５０章１５～２１節） ＊兄たちはヨセフから赦された確信が持てなかった 

①ヤコブが死んだとき、ヨセフの兄たちは何を恐れたのですか。 

→ 

②兄たちは父ヤコブの遺言を持ち出して、何を期待しましたか。 

→ 

③兄たちの「私たちはあなたの奴隷です」という言葉にはどんな意味がありますか。 

→ 

④ヨセフはどうして兄たちを赦したのですか。 

→ 

⑤兄たちは「もう恐れることはありません」というヨセフのことばを聞いてどう思いましたか。 

→ 

 

２．ヨセフの晩年と死（５０章２２～２６節） ＊ヨセフは父ヤコブの死後、５４年生きたと思われる。 

①ヨセフはどんな晩年を過ごしましたか。 

→ 

②ヨセフは兄弟たちにどんな遺言を残しましたか。 

→ 

③ヨセフは兄弟たちへの遺言で何を頼みましたか。 

→ 

④ヨセフにとってエジプトはどんな場所でしたか。 

→ 

⑤ヨセフの遺骸はおよそ何年後に、だれによって運ばれましたか。 

→ 

 

【適用と分かち合い】 

⓵ヨセフと兄たちはどうして和解できたのですか（ローマ１２章１７－１９節）。 

②ヤコブもヨセフもどんな信仰を持っていましたか（へブル１１章１３節）。 

③ヨセフの生涯において印象に残っていることをあげてください。 


